
    


19路歩む19歳


　プロ棋士の金沢真（かなざわまこと）さんが昇段した。

　「つい先日、三段になりました」と、年齢以上に落ち着いた口調の中に、うれしさをにじませる。

　囲碁は「強くなるほど面白みが増す、奥深い世界」だという。

　「囲碁のまちひらつか」で生まれ育った19歳。

　19の線が交差する碁盤「19路盤」に向かう、金沢三段の思いとは。




囲碁が好き。全てはそこから

平塚出身の棋士　金沢真三段


「あって当たり前」の存在


　「囲碁を打ち始めたのは、自分でも覚えていないくらいに小さなころでした。気が付けば打ち始めていた、という感じです」

　家族全員が囲碁を打つという、囲碁一家の中で育った金沢真三段。母方の祖父は、棋士・木谷實（みのる）の道場に通うほどの腕前だった。

　子どものころの対局相手は、もっぱらその祖父や兄。囲碁教室や合宿などで同年代の友達が増えていったのも、囲碁を好きになるのに一層の弾みを付けた。

　囲碁にのめり込むうちに、中学校2年生で棋士まで上り詰めた。

　子どものころから囲碁を打ち続けてきた金沢三段にとって、囲碁はいつでも「そこにあって当たり前の存在」だった。棋士になったのも、特別な気負いや大きな決断だという意識があった訳ではない。ごく自然な流れだったという。
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盤上の駆け引きの面白さ


　決まった答えはないと言われる囲碁。金沢三段は、知識だけではなく感覚で打つ面、いわゆる「直感」と呼ばれるものも大切だという。その感覚は実戦対局で鍛えた。

　対局でもまれて経験を積むうちに、盤上で相手と駆け引きをする面白さも知った。強くなるごとに広がっていく囲碁の世界には、尽きることのない魅力があった。

　中学時代は木谷實の門下生らが通った浜岳中学校で過ごした。卒業生には大竹英雄名誉碁聖や加藤正夫九段らの名が並ぶ。

　「大先輩の母校だという話を聞いたときは、驚きました。そうした先生方と同じ学校に通えるのをうれしく思いました」



一局一局を一生懸命打つ


　強くなる秘けつは、という問いに、「囲碁を好きでいることです。好きという気持ちがあれば、きっと強くなれると思います」と答える金沢三段。自然に囲碁の世界に足を踏み入れたというが、昔も今も根底にあるのは、純粋に「囲碁が好き」という思いだ。

　対局で大切にしているのは、一局一局を一生懸命に打つこと。奥深い盤上の世界に対する真摯（しんし）な姿勢が、棋士・金沢真をつくってきたのだろう。




　金沢三段が、湘南ひらつか囲碁まつりの1000面打ち大会に棋士として出場します。

　日程・参加方法は3面下の囲み記事をご覧ください。



[image: 金沢真三段]




期待の囲碁ガール

平野恵子さん（県立湘南高校2年）


　「囲碁を続けてこられたのは囲碁が盛んな平塚に住んでいるから。ほかのまちだったら、続かなかったかもしれません」という平野恵子さん。小学校1年生の終わりに、文化スポーツまちづくり振興財団の囲碁教室で囲碁を始めた。プロとの対局が刺激になる湘南ひらつか囲碁まつりの1000面打ち大会に、小学校3年生から毎年欠かさず出場している。

　おっとりとした柔らかい笑顔が印象的だが、いま目指しているのは「攻め」の囲碁。

　これまで「守り」の打ち方をしていた平野さんを変えたのは、昨年の夏に行われた全国高等学校総合文化祭宮崎大会だ。全国6位に入賞したが、「守りのままでは、どこかで通用しなくなる」と感じた。

　練習ではひたすら対局をして、負けてもいいから攻めの碁を打つ。囲碁を始めたころに教えられた「盤の全体を見る」という意味も、最近分かってきた。

　「対局に2度と同じ場面は現れません。毎回毎回、打つ手を考えるのが囲碁の面白いところです」という平野さん。今日も一手に思いを込める。



[image: 県立湘南高校2年の平野恵子さん]






　文化スポーツまちづくり振興財団では、初心者から上級者まで、棋力に応じた囲碁教室を開いています。

　棋士から指導碁を受ける上級子ども囲碁教室のほか、囲碁を初めて学ぶ方には、入門教室を年に数回開催しています。

　大人向けには、仕事帰りの時間に囲碁を学ぶことができるイブニング囲碁入門教室（次写真）などがあります。

　子ども向けには、春休みや夏休みの時期の入門教室があります。

　今年の夏休みちびっ子囲碁入門教室で講師を務めた丸山孜つとむさん（下写真左奥）は、「平塚市は囲碁に力を入れているので、子どもたちが平塚の囲碁文化を受け継いでいってくれるとうれしいです」と言います。囲碁は、子どもも大人も楽しめるゲームです。あなたも囲碁を始めてみませんか。




　各教室の詳細は、文化スポーツまちづくり振興財団のウェブや、広報ひらつかでご確認ください。
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▲イブニング囲碁入門教室




[image: 夏休みちびっ子囲碁入門教室]

▲夏休みちびっ子囲碁入門教室



[image: 囲碁のまちひらつかは木谷實から始まった。]

木谷實が囲碁殿堂入り


　市内の桃浜町に道場を構えた棋士・木谷實が、平成22年7月23日に日本棋院の第7回囲碁殿堂入りを果たしました。

　生涯の好敵手だった呉清源（ごせいげん）と発表した、スピード感と立体感にあふれる序盤理論の「新布石」。戸沢昭宣九段・大竹英雄名誉碁聖ら、現代の棋界を支える一流棋士を道場で育て上げた実績。のちに川端康成の小説「名人」のモデルとなった名勝負、本因坊（ほんいんぼう）秀哉名人との引退碁……。

　門下生らが囲碁の主要タイトルを独占するなど、華々しい木谷一門の時代を築いた木谷實は、囲碁界に多大な功績を残しました。

　これまでには、徳川家康や本因坊秀哉名人らが果たした囲碁殿堂入り。木谷實は12人目に当たります。殿堂入りを記念し、市ではパネル展などを実施します。木谷實の輝かしい功績を振り返ってみませんか。

●功績を振り返るパネル展

　10月28日（金）まで。中央図書館。

●日本棋院の受賞記念ブロンズレリーフのレプリカやパネル展示

　11月20日（日）まで。星のプラザ。

●日本棋院を見学しませんか

　11月20日（日）。囲碁殿堂資料館の見学やプロによる指導碁体験（希望者のみ）など。詳細は文化・交流課へお問い合わせください。

問：文化・交流課　電話：0463-32-2235
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▲木谷實（きたにみのる）（明治42年～昭和50年）近代囲碁の革命といわれる「新布石」の考案や多数の弟子の育成などで囲碁界に功績を残した。



[image: 木谷一門、それは私の誇りです]


　「囲碁のまちひらつか。平塚に木谷道場があったことで、皆さんにそう呼んでいただけるのは、われわれ木谷一門にとって、とても幸せなことです」と目を細める筒井勝美五段（次写真）。

　筒井五段は、昭和15年に木谷實の内弟子となりました。

　「太平洋戦争で囲碁を打っている余裕もなかった」という苦難の時代を、木谷道場と共にします。

　戦中は傷病兵の慰問のために、戦後は指導碁のために、木谷實と日本各地を回った筒井五段。とりわけ地方での指導碁は長期に及ぶこともあり、「木谷先生と2か月地方を回ったあと、疲れから、丸2日も眠ってしまった」こともあったそうです。

　弟子たちが皆、兄弟のように過ごしていたという木谷道場。「投網の得意な木谷先生が、弟子たちを馬入の川に連れて行ってくれたのも、いい思い出になっている」と言います。
　「木谷一門は本当に皆、仲が良いんですよ。木谷先生の妻の美春さんを、子どもたちは、お母さま、お母さまと呼んでいました。木谷一門の輪の中心にいるのは、木谷先生です。私は木谷一門の一員であることを誇りに思っています」



[image: 筒井勝美五段]

▲木谷實の「仁風」の書が入った湯のみを傍らに、指導碁にあたる筒井五段



[image: 木谷實・星のプラザ]


　木谷實と門下生の功績を紹介する「木谷實・星のプラザ」。木谷道場の沿革が分かるほか、パソコンで囲碁が打てるコーナーもあります。

　写真の笹尾春雄さんも、星のプラザを利用している一人。「桃浜町に住んでいるので、同じ町内に道場を開いた木谷實を身近に感じています。囲碁のまちに、こうした拠点があるのはいいことですね」。

　木谷實・星のプラザ　市民センター1階市民ロビー内（見附町15–1）。午前9時～午後5時。月曜日、祝祭日の翌日、年末年始（12月29日～1月3日）は休館。

問：文化・交流課　電話：0463-32–2235



[image: 星のプラザを利用している笹尾春雄さん]



[image: 湘南ひらつか囲碁まつり]

10/9（日）午前11時～午後4時45分 紅谷パールロード


　木谷實の門下生や、日本棋院・関西棋院所属のプロ棋士約80人を招待します。多面打ち指導やサイン会など、囲碁を楽しむイベントが盛りだくさんです。

○●1000面打ち大会に、当日飛び入りできます

　受け付けは午前11時～正午、大会は午後1時～4時30分。囲碁のルールを知っていて19路盤で囲碁が打てる方200人（抽選）。大人1,000円・高校生以下500円。


○●主なイベント

・東日本大震災救援募金　碁石・碁盤リサイクル販売＆オークション　紅谷町まちかど広場（紅谷町12–21）。オークション受け付けは午前11時～午後0時5分。オークションは正午～午後0時30分。販売は午前11時～午後3時。


・詰碁ウオーキング　午前11時～午後0時30分。紅谷町まちかど広場。200人（先着順）。

・トッププロの囲碁教室　各20分間。参加予定棋士　午後1時40分・武宮正樹九段、午後2時・林海峰名誉天元、午後2時20分・結城聡天元、午後2時40分・二十四世本因坊秀芳、午後3時・坂井秀至八段。


・トッププロのサイン会　各25人（先着順）。大人1,000円・中学生以下500円。参加予定棋士　結城聡天元・坂井秀至八段・林海峰名誉天元・二十四世本因坊秀芳・武宮正樹九段・小川誠子六段・小林千寿五段


・漁師鍋の賄い　午後2時30分から。先着500食。囲碁広場（紅谷町まちかど広場付近）。


・握り（不二家ミルキーのつかみ取り）　中島ビル「ゆるり」前（紅谷町9–18）。中学生以下無料。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32–2237
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▲1000面打ちでプロ棋士と対局を
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応募方法


■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　10月11日（火）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合

　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集



市長と語ろう　ほっとミーティング


　市民の皆さんと市が協働して魅力あるまちづくりを進めるため、今後のまちのあり方について、市民と市長が直接、語り合う「市長と語ろう　ほっとミーティング」を始めます。本年度のテーマは防災対策です。市長を囲んで話してみませんか。

　①11月4日（金）午後7時～9時。花水公民館②19日（土）午後1時30分～3時30分。金目公民館。各20人（抽選）。②は1歳以上の未就学児の保育（4人まで）があります。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項・希望日（②は保育の有無も）を、①は10月20日（木）まで、②は31日（月）までに、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：0120-704589　メール：jousou@へ。



市の職員になりませんか


　①土木技師6人②電気技師1人③保育士2人④一般事務（障がい者対象）1人。

　対象は①②が昭和56年4月2日～平成2年4月1日に生まれ大学の専門課程を卒業または平成24年3月までに卒業見込みの方③が昭和61年4月2日～平成4年4月1日に生まれ登録がある方または平成24年3月までに資格取得・登録の見込みの方④が昭和56年4月2日～平成6年4月1日に生まれ、身体障がい者手帳があるなどの条件を満たす方です。

　試験は11月13日（日）午前9時30分開始。教育会館。

募：職員課　電話：0463-21-8762などにある受験申込書を、10月22日（土）～24日（月）午前9時～午後5時に、東附属庁舎2階Ａ会議室へ、本人が直接、提出してください。



（仮称）市屋外広告物条例（骨子）に対する意見を募集


　平成20年に策定した景観計画を推進するため、市独自の屋外広告物条例の策定を進めています。条例（骨子）への意見を募集します。骨子は公民館や市ウェブで入手できます。

募：郵送・ファクス・メールまたは直接、意見・必要事項・所属（学校名・会社名など）を、10月7日（金）～11月7日（月）に、本庁舎4階のまちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：23-9467　メール：machi-s@（メールのタイトルは「パブリックコメントへの意見」に）へ。市ウェブからも提出できます。




一般競争入札で市有地を売却


① 豊田小嶺字十二天385-6外一筆、宅地、374・77平方メートル。参考価格2956万円。

②纒字松延川井692-1、宅地、243・75平方メートル。参考価格2645万円。

募：直接、必要書類を11月14日（月）～28日（月）に、東附属庁舎2階の財産管理課　電話：内線2471へ。申込書などは本庁舎1階案内窓口で配ります。市ウェブからもダウンロードできます。




下水道排水設備工事の責任技術者


①更新講習会　平成24年1月23日（月）または24日（火）。サンピアンかわさき（川崎市川崎区富士見2-5-2）。5200円。対象者には書類を10月中旬までに郵送します。

②責任技術者試験　平成24年2月15日（水）。國學院（こくがくいん）大学たまプラーザキャンパス（横浜市青葉区新石川3-22-1）。5200円。申込書は10月17日（月）～11月18日（金）に土木総務課で配ります。

募：11月30日（水）までに新館2階の土木総務課　電話：0463-21-8785へ。




かながわ移動観光大学


　花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）などがある「ひらつか花アグリ」を核に、市内の回遊観光・着地型観光を探るため、講義などを通じて、市内の観光資源の活用方法を考えます。

　11月14日（月）午前9時30分～午後4時30分。花菜ガーデン。30人（抽選）。1000円。駐車場を利用する場合はさらに500円。

募：10月21日（金）までに、商業観光課　電話：0463-35-8107へ。




みんなのまち情報宅配便


　市の職員が地域に出向き、市の事業や施策を説明し、意見を交換します。対象は市民で構成する10人以上のグループと各種活動団体です。時間は希望日の午前9時～午後9時の間の2時間以内です。会場は、グループでご用意ください。

　おすすめメニューもあります。公民館などにあるパンフレット、市ウェブでご確認ください。

　メニューにない事業や、パブリックコメントを募集している案件を希望する場合は、協働推進課にご相談ください。

募：希望日の2週間前までに、協働推進課　電話：0463-21-9618へ。




布ぞうり作り教室


　10月21日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。きれいな布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：往復はがきで、必要事項を、10月13日（木）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。




女性のための再就職準備セミナー


　10月27日（木）午前9時30分～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。未就学児の保育があります。

募：はがき・電話・ファクス・メールで、必要事項・保育の有無を、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。




ドッジビーを楽しもう


　フライングディスクを使って遊ぶドッジボール「ドッジビー」を一緒にしましょう。

　10月29日、11月5日の土曜日、午後1時30分～3時30分。青少年会館。小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。運動着・体育館履き・タオル・飲み物。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・学年・過去の参加経験の有無を、10月21日（金）までに、青少年課〒254-0041浅間町12-41　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




湘南ひらつかＬＴ釣り大会


　より軽く細い釣り道具を使って、魚との駆け引きを楽しむ釣り「ライトタックル（ＬＴ）」を、平塚沖の海で体験してみませんか。

　11月19日（土）午前7時30分～午後1時30分。荒天の場合中止。高校生以上の方180人（先着順）。8000円。電話または直接、庄治郎丸　電話：0463-21-1312庄三郎丸　電話：0463-21-1012豊漁丸　電話：0463-22-5956浅八丸　電話：0463-21-0904。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



シニアくらしサポートセミナー


　老後の生活設計や相続、お墓事情などを紹介します。

　11月12日（土）午後1時～4時。勤労会館。55歳以上の方50人（先着順）。

募：県労働者福祉協議会　電話：045-227-6290




就労支援相談


　10月26日（水）午後1時・2時・3時・4時・5時からの5回、各50分。勤労会館。市内在住・在勤の方、5人（先着順）。

募:産業振興課 電話：0463-21-9758



谷戸田の里山祭


　里山の散策と餅つき体験、わらを使った工作体験をします。

　11月12日（土）午前10時～午後2時。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）集合。市内在住・在学・在勤の方。持ち物は弁当・雨具・軍手・タオル・飲み物・着替えなど。

募：はがき・ファクス・メールで、代表者の必要事項・参加者全員の氏名と年齢を、11月7日（月）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@へ。




[image: 湘南ひらつかテクノフェア2011]


　「産学公の交流で、新たな地域連携の可能性を探る」をテーマに、過去最高となる125の企業・団体が出展し、製品や技術などを展示します。国際ビジネスの交流促進を目指す「海外展開セミナー」や「市児童生徒創意くふう展」なども開きます。

　10月20日（木）～22日（土）午前10時～午後5時（22日は午後4時まで）。ひらつかアリーナ。

産学公講演会　20日（木）午前11時～正午。

中小企業の海外展開セミナー　20日（木）午後1時30分～4時30分。

問：平塚商工会議所工業支援課　電話：0463-22-2512







[image: 安心して平塚の秋の実りをお召し上がりください]


　放射性物質の濃度について　平塚産の米は9月13日に実施した神奈川県の検査や、同じ時期に実施したＪＡグループの自主検査で、安全が確認されました。野菜や肉なども、これまでの検査で安全が確認されています。

　平塚産の農産物は全て安心してお召し上がりいただけます。

問：農水産課　電話：0463-35-8102



お知らせ


都市計画案の縦覧


　第1号公共下水道と生産緑地地区に関する都市計画を変更するため、計画案を縦覧します。縦覧期間中に意見書を提出できます。

　10月7日（金）～21日（金）。土・日曜日、祝日を除きます。本庁舎4階のまちづくり政策課。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781


小学校入学前の健康診断


　平成24年4月に市内の小学校に入学するお子さんを対象に、入学前の健康診断を実施します。

　該当するお子さんがいる世帯には10月上旬に通知書を送ります。通知書が届かない場合や外国籍のお子さんで入学を希望する場合は学務課へお問い合わせください。

問：学務課　電話：0463-35-8118


崇善小学校まなびの教室


　まなびの教室は、発達障がいがある子どもたちのための通級指導教室です。学校生活での〝つまずき〟や困難な状況を改善・克服し、よりよい学校生活ができるように支援します。普段は在籍する市内の公立小学校の通常学級で授業を受け、週1回程度、保護者の付き添いで通います。

　通級には在籍する学校との教育相談が必要です。

問：子ども教育相談センター　電話：0463-36-6012


インターネット公売


　市税確保の一環として滞納者から差し押さえている絵画などをインターネットで公売します。

　入札参加の申込期限は10月11日（火）、入札期間は10月18日（火）午後1時～20日（木）午後11時。参加条件などは市ウェブをご覧ください。

問：市税総務課　電話：0463-21-8769


市民意識調査にご協力ください


　テーマは中学校給食。10月1日現在、住民基本台帳に記載されている16～75歳の中から無作為抽出した3000人の方が対象です。10月7日（金）に調査票を郵送します。

問：学校給食課　電話：0463-35-8119


パブリックコメントの予定


　平成23年度で予定しているパブリックコメントは、次の通りです。詳細は各担当課までお問い合わせください。計画案の進み具合により年度中にできない場合もあります。

　市総合計画基本計画の見直し（素案）・市総合計画平成24年度版実施計画（素案）、企画課。ひらつか協働経営プラン2012（原案）、行財政改革推進課。市高齢者福祉計画（介護保険事業計画［第5期］）素案、高齢福祉課・介護保険課。市地球温暖化対策実行計画（事務事業編、区域施策編）案、環境政策課。市一般廃棄物処理基本計画改訂、資源循環課。平塚駅西口のエレベーター設置、まちづくり事業課。市下水道中期ビジョン、土木総務課。

問：協働推進課　電話：0463-21-9618


市地域安全運動推進大会


　10月11日～20日は安全・安心まちづくり旬間です。児童の防犯ポスター・作文・書道の展示や、県警音楽隊による演奏などをします。

　10月18日（火）午前9時～11時30分。なでしこ小学校（花水台42-1）。

問：くらし安全課　電話：0463-21-9840


平塚市戦争犠牲者を追悼し平和を祈念する集い


　10月21日（金）午前10時30分～11時30分。八幡山公園の平和慰霊塔前。

問：福祉総務課　電話：内線2217



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操を実施します。午前7時40分～8時に開く「朝市歌声喫茶」で、懐かしい歌をみんなで歌いませんか。

　10月23日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758当日午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



農地パトロール


　農業振興地域の農地を対象に、遊休農地（耕作放棄地）や農地の違反転用の実態把握のため、農業利用状況調査をします。10月中旬から巡回しますので、ご協力をお願いします。
問：農業委員会事務局　電話：0463-21-9851


生きがい事業団まつり


　親子で楽しめる体験教室や、ふすまの張り替えの実演などをします。

　10月13日（木）～18日（火）、午前10時～午後5時（18日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：生きがい事業団　電話：0463-33-2335


ＪＩＣＡの海外ボランティア


　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）は青年海外協力隊とシニア海外ボランティアに参加する方を11月7日（月）まで募集します。

説明会

①青年海外協力隊（20歳～39歳対象）

　10月16日（日）午後2時30分、ＪＩＣＡ横浜（横浜市中区新港2-3-1）。10月19日（水）午後7時、グリーンホール相模大野（相模原市南区相模大野4-4-1）。10月25日（火）午後7時、藤沢産業センター（藤沢市藤沢109）。

②シニア海外ボランティア（40歳～69歳対象）

　10月16日（日）午前10時30分、ＪＩＣＡ横浜。19日（水）午後3時、グリーンホール相模大野。

問：ＪＩＣＡ横浜　電話：045-663-3219



湘南邸園文化祭2011


　湘南地域の歴史的建造物で開催。熊野詣写真展や、午後5時からランタンをともす「鎮魂の灯」など。

　10月16日（日）午後1時～7時。崇善公民館（見附町30-2）。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781


下水道ふれあいまつり


　下水道処理場の見学や下水道学習室、模擬店などをします。

　10月22日（土）午前10時～午後3時。四之宮ふれあい広場（四之宮4-19-1）。

問：県下水道公社　電話：0463-55-7438


市民公開セミナー


　湘南地域のホームレスの問題についての講演会とシンポジウムを開きます。

　10月22日（土）午後1時～4時30分。平塚カトリック教会（夕陽ケ丘4-31）。

問：県社会福祉士会　電話：045-317-2045



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。内容は市のウェブで確認できます。

譲ります　チャイルドシート・パソコンデスク・たんす（子ども用）など。

譲ってください　本棚（木製）・テレビ（地デジ対応）など。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301
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コスモスの摘み取りイベント

　10月22日（土）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（ひらつかアリーナ東側）。はさみ・包むものなど。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852


[image: ]



花畑写真展の作品を募集

　11月21日（月）～25日（金）、本庁舎1階市民ホールで写真展を開きます。90点（先着順）。平成23年4月1日以降に撮影した四つ切りサイズの写真に限ります。一人3点まで。
募：郵送または直接、応募票と作品を11月11日（金）までに、本庁舎4階のみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。応募票は公民館などにあります。市ウェブからダウンロードできます。
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健康と福祉


転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。応募は年度内2回まで。持ち物はタオル・飲み物。いずれも先着順です。

①カーブス四之宮（四之宮2-14-15）

　11月8日～12月20日の火曜日、午後1時45分～2時45分、全7回。15人。

②セントラルフィットネスクラブ平塚（宝町3-1）

　11月9日～12月21日の水曜日、午後1時～2時30分、全7回。15人。

募：①はカーブス四之宮　電話：0463-23-4571は高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。



高齢者のインフルエンザ予防接種


　10月15日（土）～平成24年1月31日（火）。直接、実施医療機関へ。市内在住の65歳以上の方または60～64歳で心臓などに重い病気（身体障がい者手帳1級程度）のある方。1500円。健康保険証。

　生活保護を受けている世帯や市民税が非課税の世帯などは、接種費用が無料になる場合があります。詳細は、公民館にあるチラシや市ウェブでご確認ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111


保健センター市民健康デイ2011


　健康づくりのための体験型講演会や血管年齢の測定などをします。

　10月15日（土）午前10時～午後3時。保健センター。

問：健康課　電話：0463-55-2111


ひらつか元気応援ポイントの説明会


　介護保険施設などで活動するとポイントが付き、貯まったポイントを換金できます。

　①10月14日（金）午前10時～正午②21日（金）午後1時30分～3時30分。福祉会館。

募：福祉会館　電話：0463-33-0007


高齢者の食生活改善料理教室


　午前10時～午後1時。市内在住の65歳以上の方、各20人（先着順）。持ち物はエプロン・三角巾・布巾。300円。

　会場は、次の各公民館。①10月17日（月）大野（東真土2-12-1）②17日（月）土屋（土屋1864-1）③19日（水）旭南（山下1096-1）④20日（木）豊田（南豊田366-1）⑤26日（水）崇善（見附町30-2）。

募：①は大野　電話：0463-55-0711は土屋　電話：0463-58-0833は旭南　電話：0463-31-2255は豊田　電話：0463-32-7373は崇善　電話：0463-31-1920へ。



心と体の健康教室


　10月25日（火）、11月30日（水）、12月27日（火）、平成24年1月30日（月）、2月29日（水）、3月14日（水）、午後1時30分～3時、全6回。南附属庁舎。市内在住の65歳以上で、最近、気持ちが沈んでしまいがちな方15人（先着順）。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778


健康推進員と健康づくり


　室内用運動靴・バスタオル・タオル・飲み物。動きやすい服装で来てください。

健康推進員による体操教室

　①10月17日（月）午後1時30分～3時。大原公民館（大原1-15）②26日（水）午後1時30分～3時。花水公民館（桃浜町34-34）。

健康推進員による健康ヨガ体操教室

　10月21日（金）午後1時30分～3時。旭南公民館（山下1096-1）。

健康推進員くすの木体操講習会

　10月28日（金）午後1時30分～3時。神田公民館（田村3-12-5）。

問：健康課　電話：0463-55-2111


自宅でできる簡単エクササイズ


　11月5日・12日・19日の土曜日、午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤で医師から運動制限を受けていない方30人（先着順）。室内用運動靴・タオル・飲み物。動きやすい服装で来てください。

募：健康課　電話：0463-55-2111


親子で朝ごはんクッキング教室


　11月5日（土）午前10時～正午。保健センター。3歳～6歳（就学前まで）の子どもと保護者15組（抽選、7月・8月の教室の参加者は除く）。エプロン・三角巾・手拭き。一人
100円。

募：はがきで、教室名・必要事項・子どもの名前・年齢を、10月21日（金）までに〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



町内福祉村を知っていますか？


　町内福祉村は、身の回りのちょっとしたお手伝いや気軽に立ち寄れる地域の居場所づくりなど、地域の支え合いを目的として設置された地域のボランティアセンターです。

　運営や支援活動はすべて地域住民のボランティアによって行われ、お年寄りや身体の不自由な方、子育て中のお母さんなどに、困り事のお手伝いをしています。

　現在、町内福祉村は市内11地区に設置されていますので、お気軽にお電話でお問い合わせください。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9848


傾聴入門スクール


　10月29日、11月5日・12日の土曜日、午後1時30分～3時30分、全3回。福祉会館。市内在住の方40人（先着順）。筆記用具。500円。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



口腔（こうくう）がん検診


　11月27日（日）午後1時～4時。清水学園湘南歯科衛生士専門学校（八重咲町1-6）。40人（抽選）。

募：はがきで、「口腔がん検診希望」・必要事項・年齢を10月17日（月）までに、〒254-0082東豊田448-3平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255へ。



ふれ愛・なぎさ祭


　11月5日（土）・6日（日）、午前10時～午後3時30分。なぎさふれあいセンター（袖ケ浜20-1）。持ち物は上履き・履物入れ。

問：南部福祉会館　電話：0463-21-3370


後期医療第2次計画の意見募集


　県内在住の75歳以上の方を対象にした、後期高齢者医療制度を運営している県後期高齢者医療広域連合が第2次広域計画（素案）に対するご意見を10月31日（月）まで募集しています。素案は市保険年金課にもあります。詳細は、同連合ウェブをご覧ください。

問：県後期高齢者医療広域連合　電話：045-440-6700または保険年金課　電話：0463-21-9768へ。



メンタルトレーニングを学ぼう


　「スポーツから学ぶメンタルトレーニング」がテーマです。

　10月13日（木）午後1時30分～4時30分。平塚保健福祉事務所。

募：平塚保健福祉事務所保健予防課　電話：0463-32-0130



来春の幼稚園児を募集します


　市内28の幼稚園で、来年4月に入園を希望する園児を募集します。私立は3～5歳児を、市立は2年保育のため、4歳児のみを募集します。入園については、直接希望する園にお問い合わせください。

◆入園できる幼児

5歳児（1年保育）　平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれ

4歳児（2年保育）　平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれ

3歳児（3年保育）　平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ


◆入園願書

　私立は10月15日（土）、市立は17日（月）から各幼稚園で願書を配ります。私立・市立とも11月1日（火）から各幼稚園で受け付けます。
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問：学務課　電話：0463-35-8118



[image: すこやかサポート市民病院⑦]


消化器内科

　日本人の死亡原因の第1位はがんです。最近、その死亡者数は増加の一途です。中でも消化器系のがん（胃、大腸、すい臓など）が半数以上を占めています。当科では消化器系がんの診療にも力を入れています。

　がん治療には、やはり早期発見・早期治療が重要です。しかし、早期のがんは腹痛などの自覚症状が乏しく、早期発見が困難です。そのため定期的ながん検診の受診が重要です。市の検診では便潜血による大腸がん検診、バリウム透視による胃がん検診を実施しています。早期発見できれば、内視鏡治療で根治も可能です。ただ、バリウム透視では早期胃がんの発見が困難なことも多く、その場合は胃カメラが有効です。しかし、毎年胃カメラをするのも大変です。

　最近の研究ではピロリ菌感染による萎縮性（いしゅくせい）胃炎が胃がん発生の危険因子であることが判明しています。これらは血液検査のピロリ抗体とペプシノゲンの組み合わせで判定できます。陽性の場合、胃がんのリスクは高く、定期的な胃カメラが有用です。数千円の自費検査ですが、一度はご自分の胃の状態をチェックされることをお勧めします。

❖市民病院　電話：0463-32-0015


[image: 消化器内科]

▲胃カメラが有効です



芸術と文化


市民・大学交流事業「俳句入門講座」


　10月28日～11月18日の金曜日、午後1時30分～3時（11月18日は午後4時40分まで）、全4回。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）。市内在住・在勤・在学の初心者で、4日間とも参加できる方30人（抽選）。

募：往復はがきで、必要事項・年齢を、10月18日（火）までに、〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8123へ。



美術館ワークショップ


　美術館アトリエ。抽選。

①大人のための版画講座2　タイルグラフで作るオリジナル・カード

　ビニールタイルを使います。

　10月30日（日）午後1時30分～4時30分。中学生以上の方16人。500円。

②美術館ポスターが大変身！　エコ・スタイリッシュな封筒作り

　11月6日（日）午後1時30分～4時30分。中学生以上の方20人。500円。

③平塚の土でつくる！　光るどろだんご講座

　11月13日（日）、ａ午前10時～午後0時30分ｂ午後2時～4時30分。小・中学生、各20人（小学校3年生以下は保護者同伴）。1000円。

募：はがき・ファクス・メールで、プログラム名・実施日時・必要事項・年齢・ファクス番号またはメールアドレスを①は10月13日（木）まで②は20日（木）まで③は6日（木）～27日（木）に、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111FAX：35-2741　メール：art-muse@（メールのタイトルは「ワークショップ募集に）へ。


[image: ポスターで作った封筒]

▲ポスターで作った封筒


ミュージアムコンサート「ピアノガーデン　午後の陽（ひ）だまり」


　ヒーリング音楽で活躍するピアニスト渡辺雅二さんらが演奏します。

　12月11日（日）午後2時開演。美術館テーマホール。150人（抽選）。

募：往復はがき（1枚2人まで）で、必要事項を、10月21日（金）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111へ。



市文化祭をご覧ください


文芸・その他部門

　俳句大会10月29日（土）、短歌大会10月30日（日）、茶会11月3日（祝）中央公民館。ビデオ映画発表会12月4日（日）美術館。

展示部門

　書道・工芸10月12日（水）～16日（日）美術館。華道10月13日（木）～16日（日）中央公民館。絵画・彫刻、写真10月18日（火）～23日（日）美術館。鉄道模型11月3日（祝）中央公民館。

芸能部門

　日本舞踊・剣詩舞道・詩吟・洋舞・謡曲・フラダンス・琵琶・西洋音楽・三曲・長唄・奇術・民舞・民謡10月15日～30日の土・日曜日と11月3日（祝）中央公民館。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123


ガイドと巡る平塚の文化資源


　曽我物語と高麗山周辺の史跡コース。10月23日（日）午前9時～11時30分。4・8キロメートル。当日午前の降水確率が50％以上の場合、翌週に延期。神奈中「山下団地入口」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：はがきで、必要事項を、10月16日（日）までに、〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



八幡山の洋館歴史講座「平塚の地名と伝承」


　11月9日・16日の水曜日、12月2日・9日、平成24年1月13日・20日、2月3日・10日の金曜日、午後1時30分～3時30分、全8回。旧横浜ゴム平塚製造所記念館（浅間町1-1）。30
人（抽選）。筆記用具。

募：はがきで、必要事項を、10月31日（月）までに、〒254-0051 豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。




スポーツ


スポーツ教室に入りませんか


　会場は①～③は総合体育館、④はひらつかアリーナ。抽選。

①はつらつ水中体操　11月9日～12月21日の水曜日、コース1午前10時15分～11時、コース2午前11時15分～正午、全6回。60人。2500円。

②アクアビクス　11月10日～12月15日の木曜日、午前10時30分～11時30分、全6回。45人。4000円

③すっきりのびのび体操　11月16日～平成24年1月25日の水曜日、午前9時20分～10時50分、全8回。45人。2500円。

④女性フットサル　11月17日～12月22日の木曜日、午後7時15分～8時45分、全6回。40人。3000円。

募：はがき（一人1枚）で教室名・必要事項・年齢を、10月14日（金）までに、〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。



秩父宮賜杯実業団・学生対抗陸上競技大会


　日本トップレベルの実業団・学生選手が競い合います。

　10月15日（土）午前10時・開会式、10時30分・競技開始。平塚競技場。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233


首都大学野球リーグ秋季大会


　10月15日（土）午前10時30分・東海-大東文化、午後1時・帝京-筑波。10月16日（日）午前10時30分・筑波-帝京、午後1時・大東文化-東海。平塚球場。チケットは当日券のみを同球場で販売。大人1000円、大学生～中学生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



市民相談



市民相談室

市：本庁舎1階　電話：0463-21-8764



◇一般市民

毎週月～金曜日、8時30分～正午・午後1時～5時



◇一般法律（予約制）

水曜日、木曜日、午後1時～4時



◇行政

11月7日（月）、午後1時～4時



◇多重債務（予約制）

10月11日（火）・25日（火）、午後1時～4時



◇税務（予約制）

10月7日（金）、11月4日（金）、午後1時～4時



◇発明・考案・特許

10月25日（火）午前10時～午後3時




◇年金・社会保険・労災

10月11日（火）午後1時～4時



◇登記・供託（予約制）

10月14日（金）午後1時～4時



◇測量・境界

10月14日（金）午後1時～4時



◇下請取引

10月18日（火）午後1時30分～4時



◇住宅（新・改築）

10月18日（火）午後1時～4時



◇不動産

10月21日（金）午後1時～4時



◇分譲マンション管理

10月24日（月）午後1時～4時



◇許認可各種届出

10月28日（金）午後1時～4時



◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／中国語：第2・4木曜日、いずれも9時～正午・午後1時～4時







子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：34-9076



◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時








子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013



◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時



◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時








療育相談室

福祉事業センター　電話・FAX：32-2738



◇子どもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前10時～午後3時










青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311



◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分



◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830（ミミでナヤミナシ）　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分



◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。











消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時









こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843



◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時









人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172



◇来所

10月18日（火）、11月1日（火）、午後1時～4時









女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時











福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333



◇法律（予約制）

10月11日（火）、11月8日（火）午後1時～4時。



◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111



◇来所（生活習慣病の予防や食事・運動による病状改善相談。予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時











保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779



◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時











障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



◇手話案内　FAX：35−5770

金曜日、午前9時～午後0時30分



◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時











65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



◇来所（予約制）

10月20日（木）午前9時30分～正午







ヒラツカルチャー


美術館

〒254–0073西八幡1–3–3

電話：0463-35–2111　FAX：35–2741

休館日 11・17・24・31日


[image: 美術館開館20週年ロゴ]



■伊東深水　時代の目撃者

　10月22日（土）～11月27日（日）。一般900円、高校生・大学生500円。

・関連事業　ワークショップ　和の伝統工芸　掛け軸づくりを楽しむ

　11月5日・19日・26日の土曜日、午後1時30分～4時30分、全3回。美術館アトリエ。高校生以上の方20人（抽選）。2000円。

募：はがき・ファクス・メールで、参加プログラム名・実施日・必要事項・年齢・ファクス番号またはメールアドレスを10月20日（木）までに美術館　メール：art-muse@（メールはタイトルを「ワークショップ応募」に）へ。




■アーティストin湘南Ⅱ

　11月27日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。




■市民アートギャラリー

　10月10日（祝）までオクトアトリエ展／12日（水）～16日（日）平塚市文化祭（前期。書道・工芸）／18日（火）～23日（日）平塚市文化祭（後期。絵画・彫刻、写真）／25日（火）～
30日（日）カナガワビエンナーレ国際児童画展／26日（水）～30日（日）わっしょいの会展覧会。











博物館

〒254–0041浅間町12–41

電話：0463-33–5111　FAX：31–3949

休館日 11・17・24・31日



■外壁の補修工事をしています

　平成24年1月31日まで外壁の補修工事をしています。工事中、開館日時に変更はありません。




■プラネタリウム「見えない光で宇宙をさぐる―活躍するＪＡＸＡの天文観測衛星―」

　11月6日（日）までの土・日曜日。午前11時と午後2時。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。




■ろばたばなし

　10月16日（日）午後1時30分と3時。展示室1階相模の家。




■寄贈品コーナー

・実習生制作展示　10月27日（木）まで。

・平塚の地盤と活断層　10月29日（土）～11月29日（火）。




■星を見る会（雨天曇天中止）

・月と秋の夜空を見よう　10月7日（金）午後7時～8時30分。博物館屋上。

・木星を見よう　11月4日（金）午後7時～8時30分。博物館屋上。




■参加者募集

　抽選。①③⑥は、小学生以下は保護者同伴で参加を。

①キノコの観察会　10月20日（木）午前10時～午後4時。吉沢地区。15人。

②考古学入門講座「測る」1　10月23日（日）午後2時～3時30分。博物館講堂。50人。

③自然教室　里山休耕田の生きもの調べ2昆虫　10月29日（土）午後1時～3時。土屋地区（びわ青少年の家付近）。15人。

④平塚の遺跡を歩く　土屋城と人増館　10月29日（土）午前10時～午後3時。土屋地区。25人。

⑤吉沢の石仏めぐり　10月30日（日）午前10時～午後3時30分。吉沢地区。20人。

⑥自然教室　里山休耕田の生きもの調べ3植物　11月12日（土）午後1時～3時。土屋地区（びわ青少年の家付近）。15 人。

募：往復はがきで必要事項を①は10月13日（木）②は14日（金）③は18日（火）④⑤は21日（金）⑥は11月1日（火）までに博物館へ。




■平塚郷土史入門講座「中原御殿と近世平塚の幕開け」

　10月16日（日）午前10時～11時30分。博物館講堂。









中央図書館

〒254–0041浅間町12–41

電話：0463-31-0415　FAX：31–9984

休館日 11・17・24・31日


■中央図書館10月の特集展示

・「囲碁の本」「芸術の秋」

　10月30日（日）まで。2階貸出室。



■ブックスタートの予約受け付け


　①10月8日（土）中央図書館②26日（水）西図書館③11月2日（水）金田公民館④9日（水）北図書館⑤27日（日）中央図書館、いずれも午前10時～11時30分。市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。

募：電話で中央図書館へ。



■心をつなぐ紙芝居～選び方・演じ方講座～


　11月10日と17日の木曜日、午前10時～正午。全2回。中央図書館3階会議室。市内在住で2日とも参加できる方30人（抽選）。

募：往復はがきで講座名・必要事項を10月20日（木）までに中央図書館へ。



■雑誌ミニリサイクルフェア


　19日は申込制で、対象は市内在住の方。入場時間は抽選です。11月19日（土）・20日（日）、午前10時～午後3時30分。中央図書館。

募：往復はがきの表題を「雑誌ミニリサイクルフェア」とし、必要事項・参加人数（4人まで）を10月23日（日）までに中央図書館へ。



■映画会


　日曜日午後2時。中央図書館3階ホール。10月16日（日）〔一般映画会〕アルジャーノンに花束を（実写）／23日（日）〔こども映画会〕オズの魔法使い（アニメ）／30日（日）〔広報映画会〕ひらつか　大地を訪ねて、ほか




[image: 吹奏楽フェスティバル]

11月6日（日）正午開場

市民センターホール


　平塚江南・大原・高浜・大磯・二宮の各高校の吹奏楽部や、平塚中等教育学校、東海大学吹奏楽研究会、平塚ウィンドオーケストラなどが出演します。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32‒2237


[image: 吹奏楽フェスティバル]



今、会いたい作品


髙良眞木（こうらまき）「樹」


　群馬の赤城山にあるミズナラを描いたこの作品は、1973年に第1回美術ジャーナル賞を受賞しました。太い幹からこずえまで同じトーンとタッチで描き込まれ、まるで生きているかのようなうねりと迫力を見せています。髙良さんは「私は木になり、木は私になる」と感じたといいます。

　14歳という多感な時期に敗戦を迎えた髙良さんは、空襲で焼かれた父親の医院のケヤキから、新芽がもえだした様子に勇気付けられます。学校の戦災を免れたイチョウの大木にも心動かされ、スケッチをしたといいます。20代に入り本格的に画家としての活動を始めると、現実を見つめ存在の生命力を引き出すことが大事だと感じ、身の回りの自然を多く描きます。中でも強い生命力を感じさせる樹木は特別なモチーフでした。

　人と自然の調和を重視した髙良さんは、社会運動家としても活躍しました。今年1月に亡くなった髙良さんの遺志は引き継がれ、真鶴の自邸は自然保護と創作活動の場を提供する施設「森の家」として活用されています。

（文：平塚市美術館学芸員 小池）

❖美術館　電話：0463-35-2111

　「アーティストin湘南Ⅱ」で展示しています。日程などは上欄。
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▲1965年(昭和40)　油彩･キャンバス



[image: 花菜ガーデン花菜暦バラ「花菜ローズ」]



　咲き始めは鮮やかなオレンジ色で、モダンローズのような整った花型。咲き進むにつれ、オールドローズのようなロゼット咲きになり、穏やかなアプリコット色に変化します。フルーツ系の良い香りがあり、株もコンパクトでまとまり良く生育するので、庭にも鉢栽培としても取り入れやすい品種です。

　2009年作出の新品種で、作出者の河合伸志さんより開園を記念して贈られ、花菜ガーデンのシンボルローズとして「花菜ローズ」と命名されました。一輪または数輪の房咲きで花つきがよく、早咲きで開花のサイクルも短く、シーズン中は途切れない開花が見られます。



花菜ガーデンで見られる場所：薔薇の轍（ばらのわだち）

　10月中旬～11月下旬まで秋のバラが見頃を迎えます。秋の開花が見られるのは約500品種ほどです。



問：花菜ガーデン　寺田縄496-1　電話：0463-73-6170





広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は10月21日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ

平塚市企画部広報・情報政策課

〒254-8686